
　

消
防
署
猿
払
支
署
は
、
昭
和
48
年

４
月
１
日
に
設
立
。
稚
内
市
、
豊
富

町
、
猿
払
村
の
３
市
町
村
で
構
成
す

る
稚
内
地
区
消
防
事
務
組
合
の
下
に

あ
り
、
現
在
は
、
支
署
長
を
含
め
16

名
が
火
災
や
救
急
に
備
え
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

1_ 当務勤務者の休憩スペース　2_ 一角には、いつ通報が来てもすぐに
対応できるよう通信設備がある　3_ 当務勤務者の仮眠スペース全４室

名
に
看
護
師
１
名
の
乗
車
で
村
外
へ

の
運
行
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間

の
救
急
出
動
に
備
え
、
隊
員
が
不
足

と
な
る
際
は
、
非
番
者
を
呼
び
出
し

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

署
員
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
翌

日
同
時
刻
ま
で
泊
ま
り
で
勤
務
す
る

当
務
勤
務
の
あ
と
、
非
番
と
な
り
ま

す
。こ
の
当
務
、非
番
を
繰
り
返
し
、

公
休
が
２
日
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
基

本
で
す
。
こ
れ
に
午
後
５
時
15
分
ま

で
の
日
勤
を
組
み
合
わ
せ
て
、
平
日

は
勤
務
者
が
当
務
４
名
、
日
勤
３
～

４
名
、
休
日
は
当
務
４
名
に
日
勤
者

が
２
名
と
な
る
よ
う
月
ご
と
に
調
整

し
て
い
ま
す
。

　

火
災
な
ど
の
災
害
対
応
で
は
、
全

署
員
を
招
集
し
て
活
動
し
ま
す
が
、

救
急
出
動
で
は
、
当
務
者
４
名
の
う

ち
３
名
が
救
急
車
に
乗
車
し
、
通
信

担
当
１
名
が
支
署
に
残
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
指

示
に
よ
り
他
の
医
療
機
関
へ
患
者
を

移
送
す
る
転
院
搬
送
で
は
、
隊
員
２

消
防
署
猿
払
支
署
と
は

勤
務
体
制

消防士の仕事

お
元
気
コ
ー
ル

午
後
６
時
、
希
望
す
る
高
齢
者
に
対

し
て
週
１
回
電
話
を
し
て
、
元
気
で

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
電

話
に
出
な
い
場
合
は
、
自
宅
に
行
っ

た
り
、
家
族
に
確
認
を
し
た
り
し
ま

す
。
声
で
つ
な
が
る
安
心
を
届
け
て

い
ま
す
。

毎日やること編

1_ 仕業点検を待つ車両のエンジン音

が響く中で点呼が行われる　2_指令

台と車両間での無線交信点検　3_声

を掛け合いながら点検　4_業務予定

を把握　5_一人の通信担当者が行う

6_ お元気ですか？と優しく声かけ

：取材のひとこと感想

切
る
前
に
来
週
も
電
話
を
す
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
て
、
そ
れ

も
ま
た
安
心
に
つ
な
が
る
ん
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

業
務
確
認

仕
業
点
検
後
、
執
務
室
に
戻
り
、
輪

に
な
っ
て
前
日
か
ら
の
引
継
ぎ
や
当

日
の
予
定
を
報
告
し
ま
す
。

業
務
確
認
後
、
泊
ま
り
を
終
え
た
非

番
者
は
帰
宅
し
ま
す
。

全
員
で
業
務
の
確
認
を
す
る
の

で
、
係
が
違
っ
て
も
予
定
を
把

握
で
き
て
い
い
で
す
ね
。

回
線
試
験

９
時
40
分
に
１
１
９
番
通
報
の
回
線

試
験
が
あ
り
ま
す
。
通
信
担
当
が
局

番
ご
と
の
通
報
を
受
信
・
逆
信
し
、

正
常
に
通
信
で
き
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
ま
す
。

局
番
ご
と
な
の
で
何
度
も
同
じ

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

点
呼

消
防
署
猿
払
支
署
の
１
日
は
、
８
時

30
分
の
朝
の
点
呼
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
当
務
隊
長
の
ひ
と
き
わ
大
き
な

号
令
に
よ
り
列
を
整
え
、
そ
の
日
の

勤
務
体
制
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

仕
業
点
検

２
名
１
組
に
な
り
、
全
車
両
の
ウ
ィ

ン
カ
ー
や
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
、
サ
イ

レ
ン
な
ど
を
順
序
良
く
操
作
し
点
検

し
ま
す
。
ま
た
、
最
後
は
指
令
台
と

の
無
線
交
信
を
行
い
ま
す
。

朝
か
ら
ピ
シ
ッ
と
身
が
引
き
締

ま
り
ま
す
。

署
員
の
方
は
テ
キ
パ
キ
と
慣
れ

た
様
子
で
し
た
が
、
大
き
な
サ

イ
レ
ン
の
音
に
緊
張
し
ま
し
た
。

豆知識
ものしりになれる！

消防の
あれこれ

向かって左側から階級の高い
順番に並ぶのが基本です。

整列の順番

階級は全部で 10 段階あり、
制服や活動服の左胸に階級章
をつけています。星の数や、
金色の面積が広くなるほど階
級は高くなっています。

消防士の階級

点検作業は、車庫内でエンジ
ンをかけて確認するため、排
気ガスを吸うホースを使い点
検者を守ります。

点

検作
業の黒いホース

365 日の安心を特
集

私たちの住むまちを守るため、24
時間、365 日すべてにわたって、
いつあるかわからない通報に備え
て見守ってくれている消防士。通
報があれば、すぐに現場に駆けつ
け、常に危険と隣り合わせで消火
や救急活動などを行っています。
今回の特集では、普段あまり目に
することのない消防士の仕事をご
紹介します。
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豆知識
ものしりになれる！

消防の
あれこれ 消防士の仕事

定期的にやること編

係
の
仕
事

：取材のひとこと感想

分
団
巡
回

月
１
回
、
各
分
団
の
小
型
ポ
ン
プ
車

の
点
検
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
小

型
ポ
ン
プ
車
を
動
か
し
、
消
火
栓
や

防
火
水
槽
か
ら
水
を
供
給
し
て
水
が

出
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

こ
ま
め
に
、
丁
寧
に
点
検
し
て

い
た
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に

使
え
な
い
の
で
は
？
と
い
う
心

配
が
な
く
な
り
ま
す
。

訓
練

年
間
の
計
画
に
基
づ
き
、
毎
週
木
曜

日
の
午
後
に
救
助
訓
練
、
毎
週
土
曜

日
に
救
急
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猛
暑
の
日
に
、
防
火
衣
を
着
て

訓
練
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

き
つ
そ
う
…

ホ
ー
ス
の
手
入
れ

使
っ
た
ホ
ー
ス
は
乾
か
し
て
か
ら
巻

き
ま
す
。
濡
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
雑
菌
が
繁
殖
し
た
り
、
ホ
ー
ス
が

劣
化
し
て
水
漏
れ
等
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

常
に
屈
ん
だ
体
勢
で
の
作
業
が

き
つ
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た

が
、
み
ん
な
慣
れ
た
手
つ
き
で

パ
パ
っ
と
巻
き
終
わ
り
ま
し
た
。

庁
舎
清
掃

仮
眠
室
や
ト
イ
レ
な
ど
は
毎
朝
清
掃

し
て
い
ま
す
が
、
執
務
室
や
２
階
廊

下
な
ど
は
毎
週
金
曜
日
の
16
時
30
分

か
ら
全
員
で
行
い
ま
す
。

テ
キ
パ
キ
と
こ
な
し
て
短
時
間

で
終
わ
り
ま
し
た
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

過
酷
な
状
況
下
で
の
活
動
に
耐
え
う

る
体
力
を
養
う
こ
と
も
必
要
な
た

め
、
筋
力
や
持
久
力
の
錬
成
も
業
務

の
一
部
で
す
。
庁
舎
内
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
材
の
あ
る
一
角
で
日
々
鍛
え

て
い
ま
す
。

袖
か
ら
の
ぞ
く
筋
肉
が
か
っ
こ

い
い
！

庶
務
係

消
防
署
の
庶
務
、
消
防
庁
舎
や
分
団

詰
所
の
維
持
管
理
、
職
員
の
入
校
や

研
修
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

支
署
に
は
、
５
つ
の
係
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
施
設
や
車
両
、
水
利
の
維
持

管
理
、
消
防
設
備
や
防
火
管
理
、
救

急
・
救
助
、
生
活
弱
者
の
支
援
な
ど

の
業
務
を
行
い
、
火
災
や
救
急
出
動

は
全
員
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

救
急
係

救
急
救
助
、
救
急
救
助
技
術
の
訓

練
・
指
導
、
救
急
救
助
資
器
材
の
維

持
管
理
、
救
急
救
助
隊
員
の
生
涯
研

修
・
育
成
や
村
民
に
対
す
る
救
命
講

習
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

生
活
安
全
対
策
係

村
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
医
療
支

援
（
通
院
・
配
薬
）
や
冬
季
間
の
除

雪
、
子
ど
も
の
通
院
支
援
、
そ
の
他

相
談
業
務
へ
の
対
応
や
、
緊
急
通
報

電
話
の
運
用
（
試
験
・
訪
問
）
に
関

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。  

警
防
係

火
災
や
災
害
の
警
戒
・
防
御
活
動
、

消
防
車
両
・
機
械
の
点
検
整
備
や
管

理
、
消
防
の
礼
式
、
訓
練
、
消
防
技

術
の
研
磨
、
消
防
無
線
の
適
切
な
運

用
及
び
点
検
に
関
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

予
防
係

火
災
予
防
の
宣
伝
や
広
報
、
消
防
設

備
等
の
設
置
、
改
善
指
導
や
点
検
報

告
、
防
火
管
理
、
予
防
査
察
、
建
築

確
認
の
同
意
、
火
災
の
原
因
や
損
害

の
調
査
、
危
険
物
の
規
制
取
締
、
避

難
訓
練
計
画
に
関
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

急いで出動するので、手を使
わずに体で押すだけで開くよ
うになっています。

とびらの工夫

服はだらしなく脱いでいるわ
けではありません。一秒でも
早く着られるような状態にし
ています。

服の脱ぎ方

ホースは、太さが 50 ㎜、65
㎜の２種類あり、１本のホー
スの長さは 20 ｍです。重さ
は、50 ㎜が約５㎏、65 ㎜が
約８㎏あります。

ホー
スの長さ・重さ

1_ 庁舎内をきれいにするのも仕事　

2_ ホースは高いところに吊るして干

す　3_ 長いホースを降ろすときは数

人で取り掛かる　4_ ２人１組でずれ

ないように巻いていく　5_ 保管場所

にしまう　6_ 消防内で筋トレに一番

熱心な中島さん　7_ この防火水そう

には約 40トン貯水されている　8_ラ

ンプが点灯するかなどの確認をする

9_ 実際に放水して確認をする　10_

下の人がはしごを支え、素早く上が

る　11_ 火災が発生し、２階に取り残

された人を救助するという場面の訓

練　12_要救助者をロープで降ろす　

13_ 救助は、ただ指示を待つだけでな

く能動的な行動が必要となる
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消
防
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　

猿
払
村
出
身
な
の
で
、
も
と
も

と
地
元
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
体
力
に
自

信
が
あ
っ
た
し
、
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
得
意
な

こ
と
で
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
な

ら
や
り
が
い
も
あ
る
と
考
え
、
消

防
士
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

消
防
士
に
な
る
前
は
、
救
急
や

火
事
で
現
場
に
行
く
の
は
も
ち
ろ

水槽付き消防ポンプ車

消火活動はもちろんのこと、交通事故等

でも車両後部に積載している救助器具で

救助活動するため活躍しています。約２

トンの水を積んでいます。

小型ポンプ付き水槽車

火災時、放水する水槽付き消防ポンプへ

水を補給する役割があります。約 10 トン

の水を積んでいます。小型ポンプを使い

単独で放水することもできます。

高規格救急自動車

車両の中には様々な救急資器材が搭載さ

れており、救急救命活動の最前線で活躍し

ています。２台所有していて、現在は１台

を新型コロナウイルス用にしています。

ん
、
普
段
は
そ
れ
に
備
え
て
毎
日

訓
練
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

実
際
は
、
色
々
な
調
査
が
あ
る

な
ど
、
体
を
動
か
す
よ
り
も
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
っ
て
事
務
を
し
て
い

る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
猿
払
村
は
、
想
像
し
て

い
た
よ
り
も
火
事
や
救
急
が
少
な

く
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ

と
・
嫌
な
こ
と

　

救
急
で
病
院
に
運
ん
だ
人
に
後

か
ら
会
っ
た
際
「
あ
り
が
と
う
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
時
は
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

地
元
な
の
で
知
っ
て
い
る
人
も

多
く
、
現
場
に
行
っ
た
際
に
安
心

し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
い
い
と
こ

ろ
。
た
だ
、
知
り
合
い
が
事
故
に

遭
う
な
ど
、
現
場
で
そ
の
状
況
を

見
る
の
は
苦
し
く
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
目
指
す
消
防
士
像

　

救
急
救
命
士
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
日
頃
の
訓
練

か
ら
評
価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

予防係  消防士

消防隊員の想い

山
やまぐち

口　陸
りく

消防車両図鑑

暮らしを守る消防車両

令和２年度出動回数 救急 128 件火災３件

▲（写真上）消火器の使い方を説明　（写真下）日々訓練に励んでいる

他にも
色々な車両
があります

消防署猿払支署生活安全対策係　☎２-２１１９無料

村民の方で「０
歳～中学３年生
までの子ども」
がいる世帯

対象

事前に分かる場合は
申請書を提出。突発
的な発熱やけがはお
電話ください。

利用方法

基本的な利用日時は村
国保病院の診療時間で
すが、柔軟に対応しま
すのでご相談ください。

利用日時

料金 問合せ

お知ら
せ

子どもの
通院を
支援します

移動ができず困っている方へ

さるふつキッズ・サポートのご紹介

行きたいけ
ど運転免許
がない

車がなく
移動手段
がない

天気が悪く
運転が不安

子どもを見
ながらの運
転が難しい

例
え

ばこ
んな方
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